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こまつ地美絵食の祭典2018　地美絵ウィーク始まります

平成30年2月22日（木）～3月7日（水）



中小企業相談コーナー

Q＆A

3 小松商工会議所［2018.2］

景気天気予報雇用情報

経営相談

記帳・税務相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

予約制

予約制

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家派遣
事業にて対応または専門機関をご紹
介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

今月の利率
（平成30年1月18日現在）

平成29年度（12月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 19　件

8,108万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 1,500万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 11　件

4,895万円

3　件
1,650万円

　原則無担保
　 1,250万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

3　件

10,400万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

1　件

500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

11　件

12,707万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

金 融 情 報
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LOBO調査 景況天気予報 調査期間：2017年12月13日～19日
調査対象：全国の422商工会議所が3,868企業
　　　　　にヒアリング

「LOBO調査とは」全国の商工会議所の FAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、改善続く。
先行きは慎重な見方が残るも
横ばい圏内の動き

○
全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、前
月
と

比
べ
ほ
ぼ
横
ば
い
。
産
業
別
に
み

る
と
、建
設
業
、サ
ー
ビ
ス
業
で
改

善
、そ
の
他
の
3
業
種
で
悪
化
し
た
。

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
。

○「
天
候
不
順
に
伴
う
農
産
物
の

供
給
不
足
に
よ
り
、仕
入
価
格
が

上
昇
し
、採
算
悪
化
と
な
っ
た
。
運

送
費
の
上
昇
も
収
益
を
圧
迫
し
て

い
る
」（
農
産
物
卸
売
業
）、「
人
件

費
や
燃
料
費
、資
材
価
格
が
上
昇

し
て
い
る
が
、旺
盛
な
民
間
工
事
な

ど
の
受
注
増
で
カ
バ
ー
し
、採
算
は

改
善
し
た
」（
電
気
工
事
業
）、「
好

調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
加
え
、国
内

旅
行
者
数
も
増
加
し
、売
上
は
改

善
。
さ
ら
な
る
客
数
増
を
図
る
た

め
、客
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施

予
定
」（
宿
泊
業
）

○
業
況
の
先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、

全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
悪
化
の

見
込
み
。
産
業
別
に
み
る
と
、卸

売
業
、小
売
業
で
改
善
、そ
の
他
の

3
業
種
で
悪
化
の
見
込
み
。

　
12
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
D
I
は
、▲
13
．

3
と
、前
月
か
ら
＋
1
．6
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。電

子
部
品
や
自
動
車
関
連
の
生
産
が
引
き
続
き
堅

調
に
推
移
し
た
。ま
た
、消
費
の
持
ち
直
し
か
ら

小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
売
上
が
改
善
し

た
。株
価
上
昇
を
背
景
に
高
付
加
価
値
品
の
売
上

が
増
え
た
ほ
か
、例
年
よ
り
早
い
気
温
の
低
下
に

伴
う
冬
物
商
材
の
動
き
や
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

む
観
光
需
要
の
拡
大
を
指
摘
す
る
声
が
聞
か
れ

た
。他
方
、深
刻
な
人
手
不
足
に
加
え
、鉄
鋼
、農

水
産
物
な
ど
の
仕
入
価
格
や
運
送
費
の
上
昇
、食

料
品・日
用
品
に
対
す
る
消
費
者
の
低
価
格
志
向

を
指
摘
す
る
声
が
依
然
と
し
て
多
い
。中
小
企
業

の
景
況
感
は
総
じ
て
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
も

の
の
、そ
の
動
き
に
は
鈍
さ
が
見
ら
れ
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
D
I
が

▲
16
．6（
今
月
比
▲
3
．3
ポ
イ
ン
ト
）と
悪
化
を

見
込
む
も
の
の
、「
好
転
」か
ら「
不
変
」へ
の
変
化

が
主
因
で
あ
り
、実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。消
費
の

持
ち
直
し
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
需
要

拡
大
、輸
出
や
設
備
投
資
の
堅
調
な
推
移
な
ど
へ

の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。他
方
、人
件
費
の
上

昇
や
受
注
機
会
の
損
失
な
ど
深
刻
な
人
手
不
足

の
影
響
や
原
材
料
費・燃
料
費・運
送
費
の
上
昇
、

コ
ス
ト
増
加
分
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
遅
れ
を
懸

念
す
る
声
も
多
く
、中
小
企
業
に
お
い
て
は
先
行

き
に
慎
重
な
見
方
が
残
る
。

12
全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

2.7％

2.5％

178万人

（前月2.8％）

（7～9月期）

（前月181万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.56倍

1.98倍

1.69倍

（前月1.55倍）

（前月1.89倍）［原数値]

（前月1.59倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.95倍 2.49倍 1.72倍 2.35倍 1.53倍

▲13.3

雇
用
情
報

経営相談窓口

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

北
陸
信
越
の
概
況

金融（融資）相談

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

日時　2月1日、8日、15日、22日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

経営者本人と従業員の病気やケガによる
休業時の「所得減」について

日本商工会議所が運営する『休業補償プラン』をご活用ください。
●入院中、自宅療養期間中の就業不能時も補償 ●就業外での病気・ケガまで補償
●医師の診査が不要で加入手続きが簡単 ●天災（地震・噴火・津波など）によるケガも補償
●家事従事者の方も加入可能 ●H30.3月より介護補償、精神障害も補償

《取引損害保険会社》
三井住友海上火災保険㈱ ☎0761-21-9131、損害保険ジャパン日本興亜㈱ ☎0761-22-6295
あいおいニッセイ同和損害保険㈱ ☎076-264-8751、東京海上日動火災保険㈱ ☎0761-21-2133
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業況DIの推移（全産業・前年同月比）

15/12 16/2 4 6 8 10 12 17/2 4 6 8 1210

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況
を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向
を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意
味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先 行 見 通 し

 ▲7.4 ▲19.4 ▲13.7 ▲32.4

 ▲6.7 ▲2.4 ▲10.1 ▲11.9

 ▲17.4 ▲47.4 ▲17.9 ▲26.3

 ▲25.8 ▲28.0 ▲24.0 ▲16.0

 ▲11.5 ▲5.4 ▲18.6 ▲27.0

無料納税相談室を開設しておりま
すので同封のチラシをご確認くだ
さい。
日時  2月22日（木）～3月14日（水）
 10：00～16：00

専門家　河南恵美税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）
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11月
　
本
所
議
員
の
㈱
北
陸
銀
行
小

松
支
店
長
の
玉
作
明
寛
氏
が
異

動
さ
れ
、
1
月
12
日
付
で
後
任

と
し
て
藤
岡
洋
介
氏
が
就
任
し

た
。

㈱
北
陸
銀
行
　
小
松
支
店
長

藤
岡 

洋
介
氏

議員変更の
お知らせ
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つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
D
I
が

▲
16
．6（
今
月
比
▲
3
．3
ポ
イ
ン
ト
）と
悪
化
を

見
込
む
も
の
の
、「
好
転
」か
ら「
不
変
」へ
の
変
化

が
主
因
で
あ
り
、実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。消
費
の

持
ち
直
し
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
需
要

拡
大
、輸
出
や
設
備
投
資
の
堅
調
な
推
移
な
ど
へ

の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。他
方
、人
件
費
の
上

昇
や
受
注
機
会
の
損
失
な
ど
深
刻
な
人
手
不
足

の
影
響
や
原
材
料
費・燃
料
費・運
送
費
の
上
昇
、

コ
ス
ト
増
加
分
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
遅
れ
を
懸

念
す
る
声
も
多
く
、中
小
企
業
に
お
い
て
は
先
行

き
に
慎
重
な
見
方
が
残
る
。

12
全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

2.7％

2.5％

178万人

（前月2.8％）

（7～9月期）

（前月181万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.56倍

1.98倍

1.69倍

（前月1.55倍）

（前月1.89倍）［原数値]

（前月1.59倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.95倍 2.49倍 1.72倍 2.35倍 1.53倍

▲13.3

雇
用
情
報

経営相談窓口

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

北
陸
信
越
の
概
況

金融（融資）相談

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

日時　2月1日、8日、15日、22日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

経営者本人と従業員の病気やケガによる
休業時の「所得減」について

日本商工会議所が運営する『休業補償プラン』をご活用ください。
●入院中、自宅療養期間中の就業不能時も補償 ●就業外での病気・ケガまで補償
●医師の診査が不要で加入手続きが簡単 ●天災（地震・噴火・津波など）によるケガも補償
●家事従事者の方も加入可能 ●H30.3月より介護補償、精神障害も補償

《取引損害保険会社》
三井住友海上火災保険㈱ ☎0761-21-9131、損害保険ジャパン日本興亜㈱ ☎0761-22-6295
あいおいニッセイ同和損害保険㈱ ☎076-264-8751、東京海上日動火災保険㈱ ☎0761-21-2133

-40
-30
-20
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-0
10
20

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

15/12 16/2 4 6 8 10 12 17/2 4 6 8 1210

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況
を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向
を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意
味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先 行 見 通 し

 ▲7.4 ▲19.4 ▲13.7 ▲32.4

 ▲6.7 ▲2.4 ▲10.1 ▲11.9

 ▲17.4 ▲47.4 ▲17.9 ▲26.3

 ▲25.8 ▲28.0 ▲24.0 ▲16.0

 ▲11.5 ▲5.4 ▲18.6 ▲27.0

無料納税相談室を開設しておりま
すので同封のチラシをご確認くだ
さい。
日時  2月22日（木）～3月14日（水）
 10：00～16：00

専門家　河南恵美税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

-40
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11月
　
本
所
議
員
の
㈱
北
陸
銀
行
小

松
支
店
長
の
玉
作
明
寛
氏
が
異

動
さ
れ
、
1
月
12
日
付
で
後
任

と
し
て
藤
岡
洋
介
氏
が
就
任
し

た
。

㈱
北
陸
銀
行
　
小
松
支
店
長

藤
岡 

洋
介
氏

議員変更の
お知らせ
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１
月
４
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小

松
に
て
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
本
所

議
員
・
評
議
員
ら
約
１
8
０
名
出
席
の

も
と
、
新
春
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　
藤
田
直
樹
副
会
頭
の
開
会
の
辞
に

続
き
、
西
正
次
会
頭
が
式
辞
に
て「
昨

年
は
、
７
月
に
九
州
北
部
豪
雨
が
あ

り
、
多
大
な
災
害
が
あ
っ
た
他
、
十
月

に
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
り
、

与
党
が
三
分
の
二
の
議
席
を
確
保

し
、
安
定
運
営
の
中
で
第
四
次
安
倍

内
閣
が
発
足
し
た
。

　
又
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
来
日
し
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の

再
確
認
が
行
わ
れ
た
他
、
十
一
カ
国
に

よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
新
た
な
枠
組
み
の

大
筋
合
意
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
妥
結
に
よ

り
、
今
後
、
中
小
企
業
の
海
外
展
開

に
も
大
い
に
期
待
が
も
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
一
方
、
経
済
面
で
は
、
景
気
回
復
は

高
度
成
長
期
の「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」を

抜
き
、
戦
後
二
番
目
の
長
さ
に
な
っ
た

と
の
政
府
か
ら
の
発
表
が
あ
り
、
当

管
内
の
有
効
求
人
倍
率
も
最
近
で

は
、
一
、
五
倍
を
超
え
高
い
水
準
を
現

在
も
保
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
手
不
足
が
全

業
種
に
亘
っ
て
深
刻
化
し
て
お
り
、一

部
の
業
種
で
は
事
業
に
支
障
を
き
た
す

要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
所
で
は
、
昨

年
、
人
手
不
足
対
応
と
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
、
健
康
経
営
等
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ

と
働
き
方
改
革
を
中
心
と
し
た
事
業

を
行
っ
た
他
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
、Ｉｏ
Ｔ
等
を
利

用
し
た
生
産
性
の
向
上
や
、
商
工
業

者
の
減
少
を
食
い
止
め
る
為
の
創
業
や

事
業
承
継
を
中
心
と
し
た
事
業
を
実

施
し
た
。

　
特
に
事
業
承
継
問
題
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
年
度
よ
り
事
業
承
継
税
制

の
抜
本
拡
充
が
図
ら
れ
る
。
今
後
、

会
員
を
含
む
中
小
企
業
者
を
対
象
に

説
明
会
を
行
う
等
、
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
く
。
今
回
の
事
業
承
継
税
制
の
改

正
に
向
け
て
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
国
会

議
員
の
先
生
方
に
は
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
又
、
昨
年
、
地
元
の
活
性
化
に
向

け
、
使
命
感
に
燃
え
る
若
者
の
躍
動

を
後
押
し
し
た
い
と
思
い
、「
小
松
勧

進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
」を
初
め
て

実
施
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
結
ば
れ

た
多
く
の
人
で
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
が

生
ま
れ
た
。
引
き
続
き
本
年
も
、
さ

ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
一
方
、
最
近
の
小
松
を
取
り
巻
く

状
況
と
し
て
、
昨
年「
こ
ま
つ
ア
ズ
ス

ク
エ
ア
」が
完
成
し
、
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
の「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ナ
リ
オ
小

松
」や「
カ
ブ
ッ
キ
ー
ラ
ン
ド
」等
が
オ

ー
プ
ン
し
た
他
、
本
年
４
月
に
は「
公

立
小
松
大
学
」が
い
よ
い
よ
開
学
し
、

小
松
駅
前
の
賑
わ
い
が
予
想
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
高
速
交
通
網
は
、
ま
だ

十
分
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
小
松
の

発
展
を
目
指
し
、
北
陸
新
幹
線
の
大

阪
ま
で
の
フ
ル
規
格
に
よ
る
早
期
全

線
整
備
や
敦
賀
開
業
以
降
の
関
西
・

中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
の
維
持
向
上
、

又
、
小
松
空
港
の
国
内
路
線
、
国
際

路
線
の
利
便
性
向
上
や
新
規
路
線
の

開
拓
等
に
つ
い
て
も
、
今
後
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
さ
ら
に
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
活
動
や
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
時
代
の
中
、
地
方
創
生
や
昨

年
末
に
政
府
が
発
表
し
た「
人
づ
く
り

革
命
」や「
生
産
性
革
命
」等
も
積
極
的

に
享
受
し
、
民
間
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
点
検
し
成
果
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
を
展
開

し
て
い
く
。

　
会
員
増
強
に
よ
る
組
織
強
化
並
び

に
職
員
の
研
修
の
充
実
に
よ
る
内
部
体

制
の
強
化
を
諮
り
な
が
ら
、
地
域
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
会
員
と
共
に

活
動
す
る
商
工
会
議
所
を
目
指
し
て
、

会
議
所
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
役
割

を
十
分
認
識
し
、
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
国
、
県
、
市
、
並
び
に

関
係
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
心
か
ら
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
る
。」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
佐
々
木
紀
衆
議
院
議
員
、

岡
田
直
樹
参
議
院
議
員
、
山
田
修
路

参
議
院
議
員
、
宮
本
周
司
参
議
院
議

員
、
和
田
愼
司
小
松
市
長
、
石
川
県

知
事
代
理
の
普
赤
清
幸
石
川
県
商
工

労
働
部
部
長
、
福
村
章
県
議
会
議
員

が
祝
辞
を
述
べ
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た

後
、
宮
川
吉
男
小
松
市
議
会
議
長
の

発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
歓
談
の
後
、
岡
田
靖
弘
副
会
頭
の

閉
会
の
辞
に
て
懇
親
会
を
締
め
く
く

っ
た
。

式辞を述べる西会頭

宮川小松市議会議長による乾杯

岡田副会頭による閉会の辞

開会の辞を述べる藤田副会頭

平
成
30
年

　小
松
商
工
会
議
所
新
春
懇
談
会

地
域
経
済
の

　
　
　発
展
に
向
け
て

ISICO石川県産業創出支援機構

日時　平成30年2月28日（水）14:00 ～16:30

時代が変化しても、お店が選ばれるために
平成29年度  石川県よろず支援拠点ネット活用セミナー〈成功者に学ぶ販売促進講座〉

■場　所 石川県地場産業振興センター新館5階　第12研修室（金沢市鞍月2丁目20番地）
■内　容 〈講演〉 野崎　創 氏 「時代が変化しても、お店が選ばれるために」
 〈対談〉 野崎　創 氏 × 西田　上 氏
■対　象 インターネットを活用して販路拡大を目指す石川県内の中小企業経営者

やホームページ担当者の方。

■講　師 野崎　創（のざき はじめ）氏
㈱エーデルワイスファーム　代表取締役
https://www.someplace-else.com/
〈プロフィール〉
北海道生まれ。古典的製法＆長期氷温熟成のハム・ベーコンを製造販売。
1994年にネット通販を開始、1999年にEC事業の黒字化に成功。
2003年にはリアルの展開が今後の成長に必要と判断し店舗運営をスタート。
2008年　札幌近郊のハイグレードな食とお酒を、北海道らしい田園風景の残る地で楽しん
でもらおうとイベントを開始。
現在では、2日間で12000名超を集めるイベントに成長。
世界中の人々が訪問したがるような、グレードの高い食と農業と観光を楽しめる地域づくり
をすることを目標としている。

◆講　師　東京経営者協会 顧問 大久保　力 氏
◆日　時　平成30年３月１日（木） 午後２時～３時30分
場　　所　小松商工会議所
申込方法　受講申込書を記入の上、ＦＡＸにてお申し込みください。
主　　催　小松商工会議所　（一社）石川県経営者協会南加賀地区委員会
申 込 先　小松商工会議所中小企業相談所　☎ 0761-21-3121　FAX 0761-21-3120

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　石川県よろず支援拠点
TEL:076-267-6711　E-mail： its@isico.or.jp

申込URL https://www.isico.or.jp/site/omiseplus/h29han2.html
和座本舗／九谷物産㈱　　
代表取締役  西田　上 氏
との対談もございます。

受講料  無料
定　員  50名Eコマース歴20年超。古典的製法＆長期氷温熟成のハム・ベーコンを製造販売し、お客様に

支持され続ける「エーデルワイスファーム」(北海道)の取り組みとこれからの展望に学ぶ！

春季賃金問題講演会 受講申込書 平成30年3月1日　午後2時～

※ご記入いただいた情報は商工会議所からの連絡・情報提供のために利用することがあります。

事業所名 TEL

氏名氏名氏名

春季賃金問題講演会
今次春季労使交渉・労使協議の焦点と賃金決定

―新しい時代の経営と労使のあり方―

※テキストの準備がありますので、
受講希望者は２月23日㈮まで
に下記申込書にてお申し込み
ください。

受講料
無料
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数
の
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賓
を
迎
え
、
本
所

議
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ら
約
１
8
０
名
出
席
の

も
と
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新
春
懇
談
会
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開
催
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。
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会
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の
開
会
の
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に
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会
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に
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は
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７
月
に
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州
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が
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り
、
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害
が
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選
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が
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、

与
党
が
三
分
の
二
の
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を
確
保

し
、
安
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運
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の
中
で
第
四
次
安
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内
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が
発
足
し
た
。

　
又
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
来
日
し
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の

再
確
認
が
行
わ
れ
た
他
、
十
一
カ
国
に

よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
新
た
な
枠
組
み
の

大
筋
合
意
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
妥
結
に
よ

り
、
今
後
、
中
小
企
業
の
海
外
展
開

に
も
大
い
に
期
待
が
も
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
一
方
、
経
済
面
で
は
、
景
気
回
復
は

高
度
成
長
期
の「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」を

抜
き
、
戦
後
二
番
目
の
長
さ
に
な
っ
た

と
の
政
府
か
ら
の
発
表
が
あ
り
、
当

管
内
の
有
効
求
人
倍
率
も
最
近
で

は
、
一
、
五
倍
を
超
え
高
い
水
準
を
現

在
も
保
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
手
不
足
が
全

業
種
に
亘
っ
て
深
刻
化
し
て
お
り
、一

部
の
業
種
で
は
事
業
に
支
障
を
き
た
す

要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
所
で
は
、
昨

年
、
人
手
不
足
対
応
と
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
、
健
康
経
営
等
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ

と
働
き
方
改
革
を
中
心
と
し
た
事
業

を
行
っ
た
他
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
、Ｉｏ
Ｔ
等
を
利

用
し
た
生
産
性
の
向
上
や
、
商
工
業

者
の
減
少
を
食
い
止
め
る
為
の
創
業
や

事
業
承
継
を
中
心
と
し
た
事
業
を
実

施
し
た
。

　
特
に
事
業
承
継
問
題
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
年
度
よ
り
事
業
承
継
税
制

の
抜
本
拡
充
が
図
ら
れ
る
。
今
後
、

会
員
を
含
む
中
小
企
業
者
を
対
象
に

説
明
会
を
行
う
等
、
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
く
。
今
回
の
事
業
承
継
税
制
の
改

正
に
向
け
て
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
国
会

議
員
の
先
生
方
に
は
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
又
、
昨
年
、
地
元
の
活
性
化
に
向

け
、
使
命
感
に
燃
え
る
若
者
の
躍
動

を
後
押
し
し
た
い
と
思
い
、「
小
松
勧

進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
」を
初
め
て

実
施
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
結
ば
れ

た
多
く
の
人
で
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
が

生
ま
れ
た
。
引
き
続
き
本
年
も
、
さ

ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
一
方
、
最
近
の
小
松
を
取
り
巻
く

状
況
と
し
て
、
昨
年「
こ
ま
つ
ア
ズ
ス

ク
エ
ア
」が
完
成
し
、
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
の「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ナ
リ
オ
小

松
」や「
カ
ブ
ッ
キ
ー
ラ
ン
ド
」等
が
オ

ー
プ
ン
し
た
他
、
本
年
４
月
に
は「
公

立
小
松
大
学
」が
い
よ
い
よ
開
学
し
、

小
松
駅
前
の
賑
わ
い
が
予
想
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
高
速
交
通
網
は
、
ま
だ

十
分
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
小
松
の

発
展
を
目
指
し
、
北
陸
新
幹
線
の
大

阪
ま
で
の
フ
ル
規
格
に
よ
る
早
期
全

線
整
備
や
敦
賀
開
業
以
降
の
関
西
・

中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
の
維
持
向
上
、

又
、
小
松
空
港
の
国
内
路
線
、
国
際

路
線
の
利
便
性
向
上
や
新
規
路
線
の

開
拓
等
に
つ
い
て
も
、
今
後
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
さ
ら
に
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
活
動
や
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
時
代
の
中
、
地
方
創
生
や
昨

年
末
に
政
府
が
発
表
し
た「
人
づ
く
り

革
命
」や「
生
産
性
革
命
」等
も
積
極
的

に
享
受
し
、
民
間
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
点
検
し
成
果
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
を
展
開

し
て
い
く
。

　
会
員
増
強
に
よ
る
組
織
強
化
並
び

に
職
員
の
研
修
の
充
実
に
よ
る
内
部
体

制
の
強
化
を
諮
り
な
が
ら
、
地
域
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
会
員
と
共
に

活
動
す
る
商
工
会
議
所
を
目
指
し
て
、

会
議
所
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
役
割

を
十
分
認
識
し
、
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
国
、
県
、
市
、
並
び
に

関
係
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
心
か
ら
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
る
。」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
佐
々
木
紀
衆
議
院
議
員
、

岡
田
直
樹
参
議
院
議
員
、
山
田
修
路

参
議
院
議
員
、
宮
本
周
司
参
議
院
議

員
、
和
田
愼
司
小
松
市
長
、
石
川
県

知
事
代
理
の
普
赤
清
幸
石
川
県
商
工

労
働
部
部
長
、
福
村
章
県
議
会
議
員

が
祝
辞
を
述
べ
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た

後
、
宮
川
吉
男
小
松
市
議
会
議
長
の

発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
歓
談
の
後
、
岡
田
靖
弘
副
会
頭
の

閉
会
の
辞
に
て
懇
親
会
を
締
め
く
く

っ
た
。

式辞を述べる西会頭

宮川小松市議会議長による乾杯

岡田副会頭による閉会の辞

開会の辞を述べる藤田副会頭

平
成
30
年

　小
松
商
工
会
議
所
新
春
懇
談
会

地
域
経
済
の

　
　
　発
展
に
向
け
て

ISICO石川県産業創出支援機構

日時　平成30年2月28日（水）14:00 ～16:30

時代が変化しても、お店が選ばれるために
平成29年度  石川県よろず支援拠点ネット活用セミナー〈成功者に学ぶ販売促進講座〉

■場　所 石川県地場産業振興センター新館5階　第12研修室（金沢市鞍月2丁目20番地）
■内　容 〈講演〉 野崎　創 氏 「時代が変化しても、お店が選ばれるために」
 〈対談〉 野崎　創 氏 × 西田　上 氏
■対　象 インターネットを活用して販路拡大を目指す石川県内の中小企業経営者

やホームページ担当者の方。

■講　師 野崎　創（のざき はじめ）氏
㈱エーデルワイスファーム　代表取締役
https://www.someplace-else.com/
〈プロフィール〉
北海道生まれ。古典的製法＆長期氷温熟成のハム・ベーコンを製造販売。
1994年にネット通販を開始、1999年にEC事業の黒字化に成功。
2003年にはリアルの展開が今後の成長に必要と判断し店舗運営をスタート。
2008年　札幌近郊のハイグレードな食とお酒を、北海道らしい田園風景の残る地で楽しん
でもらおうとイベントを開始。
現在では、2日間で12000名超を集めるイベントに成長。
世界中の人々が訪問したがるような、グレードの高い食と農業と観光を楽しめる地域づくり
をすることを目標としている。

◆講　師　東京経営者協会 顧問 大久保　力 氏
◆日　時　平成30年３月１日（木） 午後２時～３時30分
場　　所　小松商工会議所
申込方法　受講申込書を記入の上、ＦＡＸにてお申し込みください。
主　　催　小松商工会議所　（一社）石川県経営者協会南加賀地区委員会
申 込 先　小松商工会議所中小企業相談所　☎ 0761-21-3121　FAX 0761-21-3120

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　石川県よろず支援拠点
TEL:076-267-6711　E-mail： its@isico.or.jp

申込URL https://www.isico.or.jp/site/omiseplus/h29han2.html
和座本舗／九谷物産㈱　　
代表取締役  西田　上 氏
との対談もございます。

受講料  無料
定　員  50名Eコマース歴20年超。古典的製法＆長期氷温熟成のハム・ベーコンを製造販売し、お客様に

支持され続ける「エーデルワイスファーム」(北海道)の取り組みとこれからの展望に学ぶ！

春季賃金問題講演会 受講申込書 平成30年3月1日　午後2時～

※ご記入いただいた情報は商工会議所からの連絡・情報提供のために利用することがあります。

事業所名 TEL

氏名氏名氏名

春季賃金問題講演会
今次春季労使交渉・労使協議の焦点と賃金決定

―新しい時代の経営と労使のあり方―

※テキストの準備がありますので、
受講希望者は２月23日㈮まで
に下記申込書にてお申し込み
ください。

受講料
無料
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景気見通し調査報告 景気見通し調査報告

景気見通し
調査報告（小松分抜粋）

【調査対象】
小松商工会議所
議員・評議員企業 .......211社
回答件数...................86企業

（回収率 40.7％）

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。

■1．景況感
　製造業については、鉄工･機械では前
期29.4ポイントだったが、今期は47.4ポ
イントと回復、しかし来期は5.3ポイント
とやや悪化の見通しを示している。繊維
においては前期が▲27.3ポイントであっ
たが、今期は▲11.1ポイントとやや回復
となり、来期は00.0ポイントと回復傾向
を示している。その他製造業において
は、前期21.4ポイントから今期は▲
18.2ポイントやや悪化傾向となり、来期
は横ばい見込みであることが伺える。
　非製造業については、建設業が前期
7.7ポイントから今期42.9ポイントと回復
傾向であり、来期は30.8ポイントと横ば
い予測が伺える。小売については今期▲
40.0ポイントと悪化、来期は更なる悪化
の見通し、卸売は前期より回復傾向とな
っているが、来期はやや悪化の見込み、
サービス業は10.0ポイントと回復傾向と
なっており、来期は横ばいの見込みであ
り、まだ総じて依然厳しい状況が続いて
いることが伺える。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
Ｄ Ｉ 値…Ｄ．Ｉ（ディフュージョン・インデックス）と

は企業の景況感を示す指数
　　　　　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引い

た値（無回答を除く）
前　　期…平成29年度第2四半期（平成29年7月～9月）
今　　期…平成29年度第3四半期（平成29年10月～12

月、但し12月は見込み）
来　　期…平成29年度第4四半期（平成30年1月～3月）

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場
合は今期より来期の方が上昇するという予測）

小松商工会議所 検 索

年代別の推移

小松

鉄工・
機械
22.1％

繊維 10.5％

その他の
製造
12.8%

建設業
16.3％

小売業
5.8％

卸売業
8.1％

サービス業
24.4％

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

■2．売上高

■3．売上単価

■4．資金繰り

■5．採算性（経常利益）

景
況
感〈
全
産
業
〉

売
上
高〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

売
上
単
価〈
全
産
業
〉

資
金
繰
り〈
全
産
業
〉

採
算
性（
経
常
利
益
）〈
全
産
業
〉

緊急

　　　業　　種
鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　　合　　計

鉄工・機械
繊維
その他製造
　　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　 非製造計
　  全　　体
　  改善予測

小松
19
9
11
14
5
7
21
86

（単位：DI）

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業

前期今期来期
（単位：DI）

-75.0
（DI値）

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0
製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

（DI値）

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

75.0

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

（DI値）

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

-100.0

 31.6 42.1 29.4
 0.0 0.0 ▲36.4
 9.1 ▲27.3 28.6
 17.9 12.8 11.9
 33.3 23.1 0.0
 ▲40.0 ▲20.0 ▲50.0
 14.3 57.1 25.0
 10.5 42.9 ▲14.8
 11.6 32.6 ▲8.7
 14.6 23.5 ▲0.9

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業

前期今期来期
 5.3 5.3 0.0
 33.3 11.1 9.1
 ▲18.2 0.0 0.0
 5.1 5.1 2.4
 16.7 7.7 ▲11.5
 ▲40.0 ▲20.0 12.5
 0.0 14.3 ▲12.5
 5.3 4.8 ▲18.5
 2.3 4.3 ▲11.6
 3.7 4.7 ▲6.3

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業

前期今期来期
 5.3 26.3 5.9
 ▲11.1 0.0 0.0
 ▲9.1 ▲18.2 ▲7.1
 ▲2.6 7.7 0.0
 0.0 0.0 ▲7.7
 ▲40.0 ▲20.0 ▲12.5
 14.3 0.0 12.5
 ▲10.5 ▲4.8 ▲3.7
 ▲7.0 ▲4.3 ▲4.3
 ▲4.9 1.2 ▲2.7

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業

前期今期来期
 5.6 38.9 11.8
 ▲22.2 ▲22.2 ▲27.3
 0.0 ▲27.3 0.0
 ▲2.6 5.3 ▲2.4
 25.0 23.1 ▲19.2
 ▲40.0 ▲40.0 ▲37.5
 14.3 42.9 ▲12.5
 ▲15.8 0.0 ▲11.1
 ▲2.3 8.7 ▲17.4
 ▲2.5 7.1 ▲11.7

（単位：DI）

（単位：DI）

（単位：DI）

前期 今期 来期
 29.4 47.4 5.3
 ▲27.3 ▲11.1 0.0
 21.4 ▲18.2 ▲18.2
 11.9 15.4 ▲2.6
 7.7 42.9 30.8
 ▲25.0 ▲40.0 ▲60.0
 ▲12.5 14.3 ▲14.3
 ▲11.1 10.0 5.3
 ▲5.8 15.2 2.3
 0.9 15.3 0.0
 ▲10.9 ▲15.3 －

サービス業
県非製造

建設
小売業
卸売業
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景気見通し調査報告 景気見通し調査報告

景気見通し
調査報告（小松分抜粋）

【調査対象】
小松商工会議所
議員・評議員企業 .......211社
回答件数...................86企業

（回収率 40.7％）

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。

■1．景況感
　製造業については、鉄工･機械では前
期29.4ポイントだったが、今期は47.4ポ
イントと回復、しかし来期は5.3ポイント
とやや悪化の見通しを示している。繊維
においては前期が▲27.3ポイントであっ
たが、今期は▲11.1ポイントとやや回復
となり、来期は00.0ポイントと回復傾向
を示している。その他製造業において
は、前期21.4ポイントから今期は▲
18.2ポイントやや悪化傾向となり、来期
は横ばい見込みであることが伺える。
　非製造業については、建設業が前期
7.7ポイントから今期42.9ポイントと回復
傾向であり、来期は30.8ポイントと横ば
い予測が伺える。小売については今期▲
40.0ポイントと悪化、来期は更なる悪化
の見通し、卸売は前期より回復傾向とな
っているが、来期はやや悪化の見込み、
サービス業は10.0ポイントと回復傾向と
なっており、来期は横ばいの見込みであ
り、まだ総じて依然厳しい状況が続いて
いることが伺える。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
Ｄ Ｉ 値…Ｄ．Ｉ（ディフュージョン・インデックス）と

は企業の景況感を示す指数
　　　　　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引い

た値（無回答を除く）
前　　期…平成29年度第2四半期（平成29年7月～9月）
今　　期…平成29年度第3四半期（平成29年10月～12

月、但し12月は見込み）
来　　期…平成29年度第4四半期（平成30年1月～3月）

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場
合は今期より来期の方が上昇するという予測）

小松商工会議所 検 索

年代別の推移

小松

鉄工・
機械
22.1％

繊維 10.5％

その他の
製造
12.8%

建設業
16.3％

小売業
5.8％

卸売業
8.1％

サービス業
24.4％

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

■2．売上高

■3．売上単価

■4．資金繰り

■5．採算性（経常利益）

景
況
感〈
全
産
業
〉

売
上
高〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

売
上
単
価〈
全
産
業
〉

資
金
繰
り〈
全
産
業
〉

採
算
性（
経
常
利
益
）〈
全
産
業
〉

緊急

　　　業　　種
鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　　合　　計

鉄工・機械
繊維
その他製造
　　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　 非製造計
　  全　　体
　  改善予測

小松
19
9
11
14
5
7
21
86

（単位：DI）

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業

前期今期来期
（単位：DI）

-75.0
（DI値）

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0
製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

（DI値）

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月 6月12月

H27 H28 H29

前期
（9月）

今期
（12月）

来期
（3月）

H30

75.0

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

（DI値）

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

-100.0

 31.6 42.1 29.4
 0.0 0.0 ▲36.4
 9.1 ▲27.3 28.6
 17.9 12.8 11.9
 33.3 23.1 0.0
 ▲40.0 ▲20.0 ▲50.0
 14.3 57.1 25.0
 10.5 42.9 ▲14.8
 11.6 32.6 ▲8.7
 14.6 23.5 ▲0.9

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業

前期今期来期
 5.3 5.3 0.0
 33.3 11.1 9.1
 ▲18.2 0.0 0.0
 5.1 5.1 2.4
 16.7 7.7 ▲11.5
 ▲40.0 ▲20.0 12.5
 0.0 14.3 ▲12.5
 5.3 4.8 ▲18.5
 2.3 4.3 ▲11.6
 3.7 4.7 ▲6.3

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業

前期今期来期
 5.3 26.3 5.9
 ▲11.1 0.0 0.0
 ▲9.1 ▲18.2 ▲7.1
 ▲2.6 7.7 0.0
 0.0 0.0 ▲7.7
 ▲40.0 ▲20.0 ▲12.5
 14.3 0.0 12.5
 ▲10.5 ▲4.8 ▲3.7
 ▲7.0 ▲4.3 ▲4.3
 ▲4.9 1.2 ▲2.7

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業

前期今期来期
 5.6 38.9 11.8
 ▲22.2 ▲22.2 ▲27.3
 0.0 ▲27.3 0.0
 ▲2.6 5.3 ▲2.4
 25.0 23.1 ▲19.2
 ▲40.0 ▲40.0 ▲37.5
 14.3 42.9 ▲12.5
 ▲15.8 0.0 ▲11.1
 ▲2.3 8.7 ▲17.4
 ▲2.5 7.1 ▲11.7

（単位：DI）

（単位：DI）

（単位：DI）

前期 今期 来期
 29.4 47.4 5.3
 ▲27.3 ▲11.1 0.0
 21.4 ▲18.2 ▲18.2
 11.9 15.4 ▲2.6
 7.7 42.9 30.8
 ▲25.0 ▲40.0 ▲60.0
 ▲12.5 14.3 ▲14.3
 ▲11.1 10.0 5.3
 ▲5.8 15.2 2.3
 0.9 15.3 0.0
 ▲10.9 ▲15.3 －

サービス業
県非製造

建設
小売業
卸売業
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確定申告に向けて
準備はお早めに
確定申告に向けて
準備はお早めに

小松税務署長　長谷治男 氏

　いよいよ、今年も確定申告の時期となりました。
　税務署では、ＩＣＴを利用した確定申告書の作成・提出を推進しています。
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」は、画面の案内に従って金額な
どを入力することで、税額等を自動計算し申告書等を作成することができ、昨年も確定申
告された方の半数以上の方にご利用いただいております。
　申告書の提出は、ご自宅で印刷して郵送することも、e-Taxで送信することもできます
ので、日頃パソコンを利用されている方は是非ご利用ください。
　小松税務署の確定申告会場は、２月16日(金)から開設します。申告相談会場は混雑が
予想されますので、税務署で申告書の作成を希望される方は、時間に余裕を持ってお出
かけください。
　なお、昨年より確定申告書の提出の際には、マイナンバーの記載と本人確認書類の提
示又は写しの添付が必要となりましたので、御理解いただきますようお願いいたします。
　また、平成29年分の確定申告から、医療費の領収書の代わりに「医療費控除の明細書」
の添付が必要となりました。確定申告に関するご質問は、自宅等からお電話でお尋ねい
ただくこともできますので、まずはお電話でご相談ください。

小松税務署の長谷治男署長に伺いました

ご自宅のパソコンで確定申告書の作成！

今月のPICK UP今月のPICK UP
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会議所の動き会議所の動き

12/1912/191/181/18 1/191/19南加賀商工観光推進協議会
開
業
効
果
に
厚
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要

　
昨
年
12
月
19
日（
火
）、
南
加
賀
広
域
圏
事
務
組
合（
管
理
者
：
和
田
愼
司
小
松

市
長
）と
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長
：
西
正
次
本
所
会
頭
）の
役
員
は
、

谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
に
対
し
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
時
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト

「
北
陸
乗
り
も
の
博（
仮
称
）」の
開
催
に
つ
い
て
支
援
を
要
望
し
た
。

　北
陸
新
幹
線
金
沢
以
西
に
つ
い
て
は
、
現
在
2
0
2
3

年
春
に
開
業
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
併
せ
、
南
加

賀
地
域
を
表
現
す
る
ひ
と
つ
で
あ
る「
乗
り
も
の
」を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト「
北
陸
乗
り
も
の
博（
仮
称
）」を
開
催
し
、

本
地
域
を
全
国
へ
発
信
し
、
更
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
、
石
川
県
も一体
と
な
っ
た
取
組
み
に
つ
い
て
、
支

援
を
要
望
し
た
。

　谷
本
知
事
は
、「
開
業
効
果
に
厚
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が

重
要
。
そ
の
受
け
皿
を
整
え
る
た
め
に
も
イ
ベ
ン
ト
は
意

味
が
あ
る
。」と
述
べ
、
南
加
賀
地
域
の
市
町
や
経
済
団
体

が一体
と
な
っ
た
取
組
み
を
求
め
た
。

南加賀商工観光推進協議会

外
国
人
の
視
点
に
よ
る
新
た
な
南
加
賀
の
魅
力

「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム 

〜
若
者
×
つ
な
ぐ
×
南
加
賀
〜
」開
催

取
組
発
表
　
　

「
訪
日
外
国
人
観
光
客
向
け
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

〝Reach KAN
AZAW

A

〞に
つ
い
て
」

　㈱
日
本
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

范
　依
萍（FAN

 YIPIN
G

） 
氏

　金
沢
大
学
と
株
式
会
社
日
本
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
が
連
携
し
、
金
沢
の
社
会
や
文
化
に
ふ
れ
た

い
〝
外
国
人
留
学
生
〞
と
国
際
交
流
を
し
た
い

〝
日
本
人
学
生
〞
が
ペ
ア
と
な
り
、
金
沢
を
訪

れ
る
外
国
人
旅
行
者
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「Reach KAN

AZAW
A

」

を
2
0
1
7
年
5
月
か
ら
運
営
。
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
概
要
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

提
案
発
表

「
留
学
生
は
南
加
賀
の
観
光
資
源
を
ど
う
見
た
か
」

　金
沢
大
学
の
外
国
人
留
学
生
及
び
日
本
人
学

生
等
が
ペ
ア
で
南
加
賀
各
地
を
巡
り
、
外
国
人

の
視
点
に
よ
る
新
た
な
南
加
賀
の
魅
力
・
価
値

を
見
出
す
事
業
を
実
施
。
そ
の
際
に
感
じ
た
魅

力
や
南
加
賀
の
観
光
に
つ
い
て
提
案
を
頂
い
た
。

　◇
発
表
者

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
1
年

ギ
リ
ェ
ル
メ・カ
ス
ト
ロ・ハ
チ
ス・ペ
ド
ロ
ザ 

氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
1
年

チ
エ
テ
ィ
ネ
ル
・
ス
レ
ヤ 

氏

・
㈱
日
本
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

范
　依
萍（FAN

 YIPIN
G

） 

氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
研
究
生

金
　
　丹 

氏

・
金
沢
大
学
理
工
学
域
機
械
工
学
類
4
年
　

栗
林
　徹 

氏

基
調
講
演

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
デ
ザ
イ
ン
と
観
光
：
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

　講
師
：
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類

助
教
　工
学
博
士
　丸
谷
　耕
太 

氏

　自
然（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
り

地
域
の
景
観
を
生
ん
で
い
る
の
か
、
風
景
の
中

に
地
元
の
人
の
生
活
・
仕
事
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
を
地
域
の
住
民
の
人
が
ど
う
や
っ
て
創
り
続

け
、
風
景
を
継
続
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
観
光

客
へ
ど
の
よ
う
に
説
明
し
な
が
ら
住
民
と
観
光

客
の
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
く
か
、
そ
れ
が
今
後

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。

　観
光
客
は
風
景
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
文
化

を
知
り
た
い
と
い
う
知
的
欲
求
が
高
い
。知
っ
て
、

見
て
、訪
れ
て
み
る
だ
け
で
な
く
、自
然・歴
史
を

感
じ
る
体
験
が
と
て
も
大
事
と
考
え
て
い
る
。

　地
域
コ
ン
セ
プ
ト
は
文
化
と
自
然
の
組
み
合

わ
せ
で
出
来
て
お
り
、
文
化
に
つ
い
て
そ
こ
に
あ

る
自
然
と
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
そ
の

地
域
の
個
性
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
ど
う
伝
え
る

か
が
今
後
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
話
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
学
生
に
よ
る
エ
コ
デ
モ
か
ら
み
る
南
加
賀
の
観

光
の
未
来
」

　学
生
等
に
よ
る
発
表
や
エ
コ
デ
モ
の
考
え
方
を

通
じ
、
南
加
賀
の
観
光
の
未
来
へ
向
け
た
方
策

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

◇
パ
ネ
リ
ス
ト

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
1
年

ギ
リ
ェ
ル
メ・カ
ス
ト
ロ・ハ
チ
ス・ペ
ド
ロ
ザ 

氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類

3
年
　石
田
　和
晋 

氏

・
㈱
日
本
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

范
　依
萍 

氏

・（
一
社
）加
賀
市
観
光
交
流
機
構
専
務
理
事

田
向
　公
一 

氏

・
ほ
っ
と
石
川
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

　小
松
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

「
よ
う
こ
そ
」会
員
　関
戸
　昌
郎 

氏

・
石
川
県
旅
行
業
協
会
副
会
長

安
田
　嘉
昌 

氏

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類 

助
教 

工
学
博
士
　丸
谷
　耕
太 

氏

　日
本
に
住
む
外
国
人
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
に
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
ふ
ま
え
、
協
議
会
で
は
次
年
度
の
事
業
、
取

組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

谷本知事へ要望する役員要望書を受け取る西会頭

雇用要望
雇
用
の
場
の
確
保・労
働
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
要
請

　
10
月
18
日
、
本
所
西
正
次
会
頭
な
ら
び
に
中
小
企
業
対
策
委
員
会
𠮷
田
守
伸
委
員
長
は

小
松
市
の
和
田
愼
司
市
長
、
小
松
公
共
職
業
安
定
所
の
上
村
勝
治
所
長
、
連
合
石
川
か
が

地
域
協
議
会
の
畑
中
政
博
議
長
よ
り
雇
用
の
場
の
確
保
並
び
に
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

の
要
望
書
の
提
出
を
受
け
た
。

　西
正
次
会
頭
は
、
要
望
を
会
員
に
呼
び
掛
け
、
期
待
に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
話
し
た
。

要
望
内
容

●
育
児・介
護
休
業
や
有
給
休
暇
の
取
得
、長
時
間
労
働
の
是
正
等
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
環
境
を
要
望
し
ま
す

●
A
I・I
C
T
等
新
た
な
設
備
投
資
に
よ
る
省
力
化
等「
働
き
方
改
革
」

の
推
進
を
要
望
し
ま
す

●
新
卒
者
な
ど
若
者
の
人
材
定
着
を
図
る
た
め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充

実
を
要
望
し
ま
す

●
障
が
い
者
や
高
年
齢
者・ひ
と
り
親
家
庭
の
母
等
、就
職
困
難
者
の
雇
用

拡
大
を
要
望
し
ま
す

●
労
働
者
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
、非
正
規
雇
用
か
ら

正
規
雇
用
へ
の
転
換
及
び
労
働
条
件
の
改
善
を
要
望
し
ま
す

●
女
性
の
積
極
的
な
管
理
職
へ
の
登
用
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
支
援
等
シ
ニ

ア
世
代
を
含
め
た
働
く
人
達
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
促
進
す
る
取
組
を
要

望
し
ま
す

講演する丸谷助教

パネルディスカッションの様子

　
南
加
賀
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
南
加
賀

商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長
：
西
正
次
本
所
会
頭
）は
、
１
月
19
日（
金
）加
賀
商

工
会
議
所
に
て「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
若
者
×
つ
な
ぐ
×
南
加
賀
〜
」を
開
催
。
観
光

関
係
の
事
業
者
や
大
学
生
な
ど
約
１
０
０
名
が
参
加
の
も
と
、
留
学
生
の
提
案
発

表
な
ど
若
者
が
考
え
る
、
本
地
域
観
光
振
興
策
に
つ
い
て
提
案
を
受
け
た
。

事業承継
サポートセンター

を設置します！

　事業承継とは、現在の経営者から後継者へ事業のバトンタッチを行うことです。
企業・事業者がこれまで培ってきたさまざまな財産（人・資産・知的資産）を上手に
ひきつぐことが、承継後の経営を安定させるために重要です。
　当所では、平成30年2月15日より「事業承継サポートセンター」を設置し、現経
営者から後継者への事業のバトンタッチをスムーズに行う支援をいたします。
　事業承継は早期着手が重要です。お悩みの方は、お気軽にご相談ください。

■事業承継の構成要素

人（経営）
●経営権
●後継者の選定・育成
●後継者との対話
●後継者教育

資　産
●株式
●事業用資産（設備・不動産等）
●資金（運転資金・借入金等）
●許認可

知的資産
●経営理念
●経営者の信用
●取引先との人脈
●従業員の技術・ノウハウ
●顧客情報

後継者の育成には
5年～10年ほど
かかることも。

経営者の
個人資産について
会社との関係を
整理する。

経営者と従業員の
信頼関係も

知的資産の一つ。

金沢大学の外国人留学生・日本人学生らによる提案発表

●詳しくは小松商工会議所（TEL 0761-21-3121）まで
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会議所の動き会議所の動き

12/1912/191/181/18 1/191/19南加賀商工観光推進協議会
開
業
効
果
に
厚
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要

　
昨
年
12
月
19
日（
火
）、
南
加
賀
広
域
圏
事
務
組
合（
管
理
者
：
和
田
愼
司
小
松

市
長
）と
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長
：
西
正
次
本
所
会
頭
）の
役
員
は
、

谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
に
対
し
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
時
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト

「
北
陸
乗
り
も
の
博（
仮
称
）」の
開
催
に
つ
い
て
支
援
を
要
望
し
た
。

　北
陸
新
幹
線
金
沢
以
西
に
つ
い
て
は
、
現
在
2
0
2
3

年
春
に
開
業
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
併
せ
、
南
加

賀
地
域
を
表
現
す
る
ひ
と
つ
で
あ
る「
乗
り
も
の
」を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト「
北
陸
乗
り
も
の
博（
仮
称
）」を
開
催
し
、

本
地
域
を
全
国
へ
発
信
し
、
更
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
、
石
川
県
も一体
と
な
っ
た
取
組
み
に
つ
い
て
、
支

援
を
要
望
し
た
。

　谷
本
知
事
は
、「
開
業
効
果
に
厚
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が

重
要
。
そ
の
受
け
皿
を
整
え
る
た
め
に
も
イ
ベ
ン
ト
は
意

味
が
あ
る
。」と
述
べ
、
南
加
賀
地
域
の
市
町
や
経
済
団
体

が一体
と
な
っ
た
取
組
み
を
求
め
た
。

南加賀商工観光推進協議会

外
国
人
の
視
点
に
よ
る
新
た
な
南
加
賀
の
魅
力

「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム 

〜
若
者
×
つ
な
ぐ
×
南
加
賀
〜
」開
催

取
組
発
表
　
　

「
訪
日
外
国
人
観
光
客
向
け
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

〝Reach KAN
AZAW

A

〞に
つ
い
て
」

　㈱
日
本
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

范
　依
萍（FAN

 YIPIN
G

） 

氏

　金
沢
大
学
と
株
式
会
社
日
本
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
が
連
携
し
、
金
沢
の
社
会
や
文
化
に
ふ
れ
た

い
〝
外
国
人
留
学
生
〞
と
国
際
交
流
を
し
た
い

〝
日
本
人
学
生
〞
が
ペ
ア
と
な
り
、
金
沢
を
訪

れ
る
外
国
人
旅
行
者
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「Reach KAN

AZAW
A

」

を
2
0
1
7
年
5
月
か
ら
運
営
。
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
概
要
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

提
案
発
表

「
留
学
生
は
南
加
賀
の
観
光
資
源
を
ど
う
見
た
か
」

　金
沢
大
学
の
外
国
人
留
学
生
及
び
日
本
人
学

生
等
が
ペ
ア
で
南
加
賀
各
地
を
巡
り
、
外
国
人

の
視
点
に
よ
る
新
た
な
南
加
賀
の
魅
力
・
価
値

を
見
出
す
事
業
を
実
施
。
そ
の
際
に
感
じ
た
魅

力
や
南
加
賀
の
観
光
に
つ
い
て
提
案
を
頂
い
た
。

　◇
発
表
者

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
1
年

ギ
リ
ェ
ル
メ・カ
ス
ト
ロ・ハ
チ
ス・ペ
ド
ロ
ザ 

氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
1
年

チ
エ
テ
ィ
ネ
ル
・
ス
レ
ヤ 

氏

・
㈱
日
本
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

范
　依
萍（FAN

 YIPIN
G

） 

氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
研
究
生

金
　
　丹 

氏

・
金
沢
大
学
理
工
学
域
機
械
工
学
類
4
年
　

栗
林
　徹 

氏

基
調
講
演

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
デ
ザ
イ
ン
と
観
光
：
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

　講
師
：
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類

助
教
　工
学
博
士
　丸
谷
　耕
太 

氏

　自
然（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
り

地
域
の
景
観
を
生
ん
で
い
る
の
か
、
風
景
の
中

に
地
元
の
人
の
生
活
・
仕
事
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
を
地
域
の
住
民
の
人
が
ど
う
や
っ
て
創
り
続

け
、
風
景
を
継
続
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
観
光

客
へ
ど
の
よ
う
に
説
明
し
な
が
ら
住
民
と
観
光

客
の
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
く
か
、
そ
れ
が
今
後

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。

　観
光
客
は
風
景
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
文
化

を
知
り
た
い
と
い
う
知
的
欲
求
が
高
い
。知
っ
て
、

見
て
、訪
れ
て
み
る
だ
け
で
な
く
、自
然・歴
史
を

感
じ
る
体
験
が
と
て
も
大
事
と
考
え
て
い
る
。

　地
域
コ
ン
セ
プ
ト
は
文
化
と
自
然
の
組
み
合

わ
せ
で
出
来
て
お
り
、
文
化
に
つ
い
て
そ
こ
に
あ

る
自
然
と
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
そ
の

地
域
の
個
性
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
ど
う
伝
え
る

か
が
今
後
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
話
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
学
生
に
よ
る
エ
コ
デ
モ
か
ら
み
る
南
加
賀
の
観

光
の
未
来
」

　学
生
等
に
よ
る
発
表
や
エ
コ
デ
モ
の
考
え
方
を

通
じ
、
南
加
賀
の
観
光
の
未
来
へ
向
け
た
方
策

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

◇
パ
ネ
リ
ス
ト

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
1
年

ギ
リ
ェ
ル
メ・カ
ス
ト
ロ・ハ
チ
ス・ペ
ド
ロ
ザ 

氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類

3
年
　石
田
　和
晋 

氏

・
㈱
日
本
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

范
　依
萍 

氏

・（
一
社
）加
賀
市
観
光
交
流
機
構
専
務
理
事

田
向
　公
一 

氏

・
ほ
っ
と
石
川
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

　小
松
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

「
よ
う
こ
そ
」会
員
　関
戸
　昌
郎 

氏

・
石
川
県
旅
行
業
協
会
副
会
長

安
田
　嘉
昌 

氏

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類 

助
教 

工
学
博
士
　丸
谷
　耕
太 

氏

　日
本
に
住
む
外
国
人
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
に
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
ふ
ま
え
、
協
議
会
で
は
次
年
度
の
事
業
、
取

組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

谷本知事へ要望する役員要望書を受け取る西会頭

雇用要望
雇
用
の
場
の
確
保・労
働
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
要
請

　
10
月
18
日
、
本
所
西
正
次
会
頭
な
ら
び
に
中
小
企
業
対
策
委
員
会
𠮷
田
守
伸
委
員
長
は

小
松
市
の
和
田
愼
司
市
長
、
小
松
公
共
職
業
安
定
所
の
上
村
勝
治
所
長
、
連
合
石
川
か
が

地
域
協
議
会
の
畑
中
政
博
議
長
よ
り
雇
用
の
場
の
確
保
並
び
に
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

の
要
望
書
の
提
出
を
受
け
た
。

　西
正
次
会
頭
は
、
要
望
を
会
員
に
呼
び
掛
け
、
期
待
に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
話
し
た
。

要
望
内
容

●
育
児・介
護
休
業
や
有
給
休
暇
の
取
得
、長
時
間
労
働
の
是
正
等
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
環
境
を
要
望
し
ま
す

●
A
I・I
C
T
等
新
た
な
設
備
投
資
に
よ
る
省
力
化
等「
働
き
方
改
革
」

の
推
進
を
要
望
し
ま
す

●
新
卒
者
な
ど
若
者
の
人
材
定
着
を
図
る
た
め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充

実
を
要
望
し
ま
す

●
障
が
い
者
や
高
年
齢
者・ひ
と
り
親
家
庭
の
母
等
、就
職
困
難
者
の
雇
用

拡
大
を
要
望
し
ま
す

●
労
働
者
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
、非
正
規
雇
用
か
ら

正
規
雇
用
へ
の
転
換
及
び
労
働
条
件
の
改
善
を
要
望
し
ま
す

●
女
性
の
積
極
的
な
管
理
職
へ
の
登
用
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
支
援
等
シ
ニ

ア
世
代
を
含
め
た
働
く
人
達
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
促
進
す
る
取
組
を
要

望
し
ま
す

講演する丸谷助教

パネルディスカッションの様子

　
南
加
賀
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
南
加
賀

商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長
：
西
正
次
本
所
会
頭
）は
、
１
月
19
日（
金
）加
賀
商

工
会
議
所
に
て「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
若
者
×
つ
な
ぐ
×
南
加
賀
〜
」を
開
催
。
観
光

関
係
の
事
業
者
や
大
学
生
な
ど
約
１
０
０
名
が
参
加
の
も
と
、
留
学
生
の
提
案
発

表
な
ど
若
者
が
考
え
る
、
本
地
域
観
光
振
興
策
に
つ
い
て
提
案
を
受
け
た
。

事業承継
サポートセンター

を設置します！

　事業承継とは、現在の経営者から後継者へ事業のバトンタッチを行うことです。
企業・事業者がこれまで培ってきたさまざまな財産（人・資産・知的資産）を上手に
ひきつぐことが、承継後の経営を安定させるために重要です。
　当所では、平成30年2月15日より「事業承継サポートセンター」を設置し、現経
営者から後継者への事業のバトンタッチをスムーズに行う支援をいたします。
　事業承継は早期着手が重要です。お悩みの方は、お気軽にご相談ください。

■事業承継の構成要素

人（経営）
●経営権
●後継者の選定・育成
●後継者との対話
●後継者教育

資　産
●株式
●事業用資産（設備・不動産等）
●資金（運転資金・借入金等）
●許認可

知的資産
●経営理念
●経営者の信用
●取引先との人脈
●従業員の技術・ノウハウ
●顧客情報

後継者の育成には
5年～10年ほど
かかることも。

経営者の
個人資産について
会社との関係を
整理する。

経営者と従業員の
信頼関係も

知的資産の一つ。

金沢大学の外国人留学生・日本人学生らによる提案発表

●詳しくは小松商工会議所（TEL 0761-21-3121）まで
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フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

新
年
懇
親
会

　
12
月
28
日（
木
）、花
巧
房
　
大
西
生

花
店
の
岸
純
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習

会
を
開
催
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、店
内
や

玄
関
の
装
飾
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と

親
睦
交
流
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、

会
員
27
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
は
講
師
か
ら「
お
花
の
顔（
正

面
）が
可
愛
く
み
え
る
よ
う
に
」等
指
導

を
受
け
な
が
ら
松
や
千
両
・
葉
ボ
タ
ン

等
何
種
類
も
の
花
材
を
生
け
込
み
、新

年
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
な
っ
た
。
参

加
者
は
年
末
忙
し
い
中
で
の
、ゆ
と
り

の
ひ
と
時
を
満
喫
し
て
い
た
。

　
１
月
23
日（
火
）市
内
に
て
、新
年
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　
初
め
に
南
井
親
睦
交
流
委
員
長
よ
り
開
会
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
島
会
長

よ
り
「
昨
年
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
創
立
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
者
33
名
に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ム
や
、
各
自
持
ち

寄
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
に
て
大
い
に
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
た
。

「
味
が
増
す
」
家
具
を
造
る
！

◆屋 号 名 家具工房　LEON
◆所 在 地 小松市中海町二10-1
◆業　　種 家具全般製作
 （フルオーダー・補修ほか）
◆Ｔ Ｅ Ｌ 0761-48-4490
◆営業時間 9：00～18：00
◆定 休 日 不定休（電話でお尋ね下さい）
◆Eメール 
　debu35esper.leon.xxx.kg@gmail.com

　
平
成
26
年
９
月
、無
垢
木
材
の
家
具

製
造
を
専
門
に
立
ち
上
げ
た「
家
具
工

房
Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
」が
こ
こ
中
海
町
に
あ
る
。

　「
木
に
触
れ
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し

い
、
古
く
な
る
こ
と
で
劣
化
す
る
の
で

は
な
く
、『
味
が
増
す
』
家
具
を
造
っ
て

い
き
た
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
は
木
に

新
し
い
生
命
を
吹
込
む
家
具
職
人
の
福

原
伊
織
代
表
だ
。
寸
分
の
狂
い
も
な
く

ぴ
っ
た
り
と
合
わ
せ
る
繊
細
か
つ

高
度
な
技
術
は
手
道
具
や
木
組
み

に
拘
る
多
く
の
技
の
結
集
で
あ
る
。

　
家
具
を
選
ぶ
上
で
、「
も
う
少

し
サ
イ
ズ
が
…
」「
雰
囲
気
が
少
し

イ
メ
ー
ジ
と
違
う
」そ
う
感
じ
た

事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
家
具
工
房

Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
は
、デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
、

サ
イ
ズ
も
１㎜
以
内
で
の
対
応
が

可
能
で
す
。
お
客
様
の
求
め
る
、よ
り

よ
い
家
具
を
実
現
す
る
為
の
お
力
に
な

ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
木
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

家
具
以
外
の
物
で
も
ご
相
談
可
能
で
す
。

「
こ
れ
出
来
る
か
な
？
」と
思
っ
た
ら
是

非
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
家
具
は
人
と
一
緒
に
生
活
し
、一
緒
に

呼
吸
し
長
い
年
月
を
経
て
味
を
増
し
て

い
き
ま
す
。
木
の
事
を
も
っ
と
知
り
、

様
々
な
想
い
を
乗
せ
て
そ
ん
な
家
具
を

創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　
商
品
の
ご
質
問
、お
持
ち
の
家
具
の

補
修
、フ
ル
オ
ー
ダ
ー
な
ど
興
味
の
お

あ
り
の
方
は
、是
非
お
気
軽
に
ご
来
店

頂
き
、木
の
匠
に
ご
相
談
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
ご
満
足
の

い
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
が
出
来
ま
す
よ
。

家具工房　LEON
代表　福原　伊織

正月花を生け込むメンバー

粟津 ←

金沢↑

N

加
賀
産
業
開
発
道
路

軽海西

軽海
中海小学前

中海保育所● ★LEON

360

←
小松
市街

「『
お
ひ
と
り
さ
ま
』が
変
え
る

三
つ
の
消
費
ス
タ
イ
ル
」

　
こ
の
先
の
消
費
者
の
動
向
を
知
る
上
で

押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な

ト
レ
ン
ド
の一つ
に
「
お
ひ
と
り
さ
ま
世
帯
」

の
増
加
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
サ

ザ
エ
さ
ん
」
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
３
世

代
同
居
の
家
族
は
今
や
少
数
派
で
、
１
人

暮
ら
し
世
帯
と
２
人
暮
ら
し
世
帯
が
国
内

の
６
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
生
涯
未

婚
率
も
男
女
と
も
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
今
後
は
シ
ニ
ア
世
代
の
１
人
暮

ら
し
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

０
１
５
年
時
点
で
全
国
の
34
．
６
％
が
単
独

世
帯
で
、
例
え
ば
小
人
数
世
帯
化
が
進
む

東
京
都
で
は
全
体
の
47
．
３
％
の
世
帯
が
１

人
暮
ら
し
世
帯
で
す
。
渋
谷
区
、
豊
島
区
、

新
宿
区
、
中
野
区
に
至
っ
て
は
60
％
以
上
が

「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
で
す
。

　
１
人
暮
ら
し
世
帯
が
増
え
る
と
当
然
な

が
ら
消
費
は
小
口
化
し
ま
す
。
例
え
ば

キ
ャ
ベ
ツ
は
ま
る
ご
と
１
個
は
買
わ
な
く
な

り
、
半
分
、
あ
る
い
は
４
分
の
１
に
カ
ッ
ト

し
た
も
の
で
な
い
と
売
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
変
化
は
衣
食
住
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面

に
現
れ
ま
す
。
思
え
ば
胃
腸
薬
や
風
邪
薬

の
瓶
も
昔
に
比
べ
て
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

よ
く
地
方
で
お
土
産
品
と
し
て
売
ら
れ
る

ジ
ャ
ム
や
蜂
蜜
な
ど
も
、
小
さ
な
瓶
で
な
い

と
売
れ
ま
せ
ん
。

　
小
口
化
だ
け
で
な
く
、
消
費
行
動
が
起

き
る
時
間
も
分
散
し
ま
す
。
例
え
ば
食
事

の
時
間
で
す
が
、
サ
ザ
エ
さ
ん
で
は
家
族

が
そ
ろ
っ
て
ち
ゃ
ぶ
台
で
晩
ご
飯
を
食
べ
ま

す
。
そ
う
す
る
方
が
経
済
的
で
効
率
が
良

い
た
め
で
す
。
と
こ
ろ
が
１
人
暮
ら
し
に

な
る
と
、
何
時
に
ど
こ
で
食
べ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
消
費
さ
れ
る
時
間
が
変
化

す
る
こ
と
は
、
何
を
引
き
起
こ
す
の
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
洗
濯
機
に
求
め
ら
れ
る
機

能
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は

主
婦
が
家
族
の
分
を
ま
と
め
て
洗
う
た
め
、

大
容
量
で
汚
れ
も
よ
く
落
ち
、
さ
ら
に
節

水
な
ど
の
エ
コ
機
能
が
重
視
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
重
要
な
機
能
に
な
っ
た
の
は
「
時

短
」
で
す
。
よ
り
短
時
間
で
洗
い
終
わ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
在

は
「
静
音
」
で
す
。
１
人
暮
ら
し
で
は
帰

宅
後
の
夜
に
洗
濯
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

が
多
く
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

静
か
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
消
費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
、

「
オ
タ
ク
化
」
と
も
い
え
る
よ
う
な
、
よ
り

趣
味
性
の
強
い
も
の
が
売
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す
。
世
間
的
に
は
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
も
の
で
も
自
分
の
好
み
や
ニ
ー
ズ
に

フ
ィッ
ト
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
買
う
こ
と

を
た
め
ら
う
理
由
は
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
30
代
か
ら
40
代
の
女

性
に
は
「
自
分
へ
の
ご
褒
美
」
と
い
う
消

費
行
動
が
あ
り
ま
す
が
、「
お
ひ
と
り
さ

ま
」
な
ら
他
の
家
族
に
気
兼
ね
す
る
こ
と

な
く
自
分
の
趣
味
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
ま

す
。
こ
う
し
た
視
点
で
考
え
る
と
、
１
人

暮
ら
し
比
率
の
高
い
豊
島
区
や
中
野
区
に

「
オ
タ
ク
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
商
業

施
設
や
エ
リ
ア
が
あ
る
の
も
う
な
ず
け
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
は
若
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢

者
の
１
人
暮
ら
し
も
増
え
て
く
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
先

の
消
費
ト
レ
ン
ド
を
考
え
る
上
で
「
お
ひ

と
り
さ
ま
消
費
」
が
ど
こ
に
向
か
い
、
何

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
知
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
研
究
所

上
席
研
究
員
。１
９
８
６
年
、筑
波
大
学
大
学
院

理
工
学
修
士
課
程
修
了
。同
年
、日
本
経
済
新
聞

社
入
社
。日
経
パ
ソ
コ
ン
、日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、日
経

ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、経
営
分
野
、コ
ン

シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や

特
産
品
開
発
の
た
め
の
講
演・コ
ン
サ
ル
を
実
施
。

消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発

の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

ITなんでも無料相談会
　ITを活用して事業の効率化を進めたい、インターネットでの販売
促進に取り組みたいなどといったITに関する悩み・課題を専門家に
気軽に相談できる「ITなんでも無料相談会」を開催します。
◆開催日時　２月８日（木）、２月22日（木）、３月８日（木）、３月22日（木）

いずれも13時30分～16時30分　
◆相談時間　１回の相談あたり１時間まで　◆場所　小松商工会議所
◆講師　株式会社 一期大福　ITコーディネータ　福岡 明夫氏
◆対象　小松商工会議所会員事業所　◆料金　無料

相談内容例
●ホームページを立ち上げて、取り組みを知ってもらいたい！
●働くホームページを作るにはどうすればいいの？
　（ＳＥＯ対策、スマートフォン対応）
●ホームページのアクセス解析をして、ページを改善したい！
●ＳＮＳ活用した情報発信したい！（Facebook、Instagram等）
●社内の情報セキュリティ対策 
●タブレット・スマートフォン端末の活用 など

小松商工会議所 経営支援課
☎0761-21-3121問い合わせ
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フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

新
年
懇
親
会

　
12
月
28
日（
木
）、花
巧
房
　
大
西
生

花
店
の
岸
純
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習

会
を
開
催
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、店
内
や

玄
関
の
装
飾
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と

親
睦
交
流
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、

会
員
27
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
は
講
師
か
ら「
お
花
の
顔（
正

面
）が
可
愛
く
み
え
る
よ
う
に
」等
指
導

を
受
け
な
が
ら
松
や
千
両
・
葉
ボ
タ
ン

等
何
種
類
も
の
花
材
を
生
け
込
み
、新

年
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
な
っ
た
。
参

加
者
は
年
末
忙
し
い
中
で
の
、ゆ
と
り

の
ひ
と
時
を
満
喫
し
て
い
た
。

　
１
月
23
日（
火
）市
内
に
て
、新
年
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　
初
め
に
南
井
親
睦
交
流
委
員
長
よ
り
開
会
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
島
会
長

よ
り
「
昨
年
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
創
立
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
者
33
名
に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ム
や
、
各
自
持
ち

寄
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
に
て
大
い
に
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
た
。

「
味
が
増
す
」
家
具
を
造
る
！

◆屋 号 名 家具工房　LEON
◆所 在 地 小松市中海町二10-1
◆業　　種 家具全般製作
 （フルオーダー・補修ほか）
◆Ｔ Ｅ Ｌ 0761-48-4490
◆営業時間 9：00～18：00
◆定 休 日 不定休（電話でお尋ね下さい）
◆Eメール 
　debu35esper.leon.xxx.kg@gmail.com

　
平
成
26
年
９
月
、無
垢
木
材
の
家
具

製
造
を
専
門
に
立
ち
上
げ
た「
家
具
工

房
Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
」が
こ
こ
中
海
町
に
あ
る
。

　「
木
に
触
れ
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し

い
、
古
く
な
る
こ
と
で
劣
化
す
る
の
で

は
な
く
、『
味
が
増
す
』
家
具
を
造
っ
て

い
き
た
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
は
木
に

新
し
い
生
命
を
吹
込
む
家
具
職
人
の
福

原
伊
織
代
表
だ
。
寸
分
の
狂
い
も
な
く

ぴ
っ
た
り
と
合
わ
せ
る
繊
細
か
つ

高
度
な
技
術
は
手
道
具
や
木
組
み

に
拘
る
多
く
の
技
の
結
集
で
あ
る
。

　
家
具
を
選
ぶ
上
で
、「
も
う
少

し
サ
イ
ズ
が
…
」「
雰
囲
気
が
少
し

イ
メ
ー
ジ
と
違
う
」そ
う
感
じ
た

事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
家
具
工
房

Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
は
、デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
、

サ
イ
ズ
も
１㎜
以
内
で
の
対
応
が

可
能
で
す
。
お
客
様
の
求
め
る
、よ
り

よ
い
家
具
を
実
現
す
る
為
の
お
力
に
な

ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
木
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

家
具
以
外
の
物
で
も
ご
相
談
可
能
で
す
。

「
こ
れ
出
来
る
か
な
？
」と
思
っ
た
ら
是

非
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
家
具
は
人
と
一
緒
に
生
活
し
、一
緒
に

呼
吸
し
長
い
年
月
を
経
て
味
を
増
し
て

い
き
ま
す
。
木
の
事
を
も
っ
と
知
り
、

様
々
な
想
い
を
乗
せ
て
そ
ん
な
家
具
を

創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　
商
品
の
ご
質
問
、お
持
ち
の
家
具
の

補
修
、フ
ル
オ
ー
ダ
ー
な
ど
興
味
の
お

あ
り
の
方
は
、是
非
お
気
軽
に
ご
来
店

頂
き
、木
の
匠
に
ご
相
談
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
ご
満
足
の

い
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
が
出
来
ま
す
よ
。

家具工房　LEON
代表　福原　伊織

正月花を生け込むメンバー

粟津 ←

金沢↑

N

加
賀
産
業
開
発
道
路

軽海西

軽海
中海小学前

中海保育所● ★LEON

360

←
小松
市街

「『
お
ひ
と
り
さ
ま
』が
変
え
る

三
つ
の
消
費
ス
タ
イ
ル
」

　
こ
の
先
の
消
費
者
の
動
向
を
知
る
上
で

押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な

ト
レ
ン
ド
の一つ
に
「
お
ひ
と
り
さ
ま
世
帯
」

の
増
加
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
サ

ザ
エ
さ
ん
」
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
３
世

代
同
居
の
家
族
は
今
や
少
数
派
で
、
１
人

暮
ら
し
世
帯
と
２
人
暮
ら
し
世
帯
が
国
内

の
６
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
生
涯
未

婚
率
も
男
女
と
も
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
今
後
は
シ
ニ
ア
世
代
の
１
人
暮

ら
し
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

０
１
５
年
時
点
で
全
国
の
34
．
６
％
が
単
独

世
帯
で
、
例
え
ば
小
人
数
世
帯
化
が
進
む

東
京
都
で
は
全
体
の
47
．
３
％
の
世
帯
が
１

人
暮
ら
し
世
帯
で
す
。
渋
谷
区
、
豊
島
区
、

新
宿
区
、
中
野
区
に
至
っ
て
は
60
％
以
上
が

「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
で
す
。

　
１
人
暮
ら
し
世
帯
が
増
え
る
と
当
然
な

が
ら
消
費
は
小
口
化
し
ま
す
。
例
え
ば

キ
ャ
ベ
ツ
は
ま
る
ご
と
１
個
は
買
わ
な
く
な

り
、
半
分
、
あ
る
い
は
４
分
の
１
に
カ
ッ
ト

し
た
も
の
で
な
い
と
売
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
変
化
は
衣
食
住
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面

に
現
れ
ま
す
。
思
え
ば
胃
腸
薬
や
風
邪
薬

の
瓶
も
昔
に
比
べ
て
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

よ
く
地
方
で
お
土
産
品
と
し
て
売
ら
れ
る

ジ
ャ
ム
や
蜂
蜜
な
ど
も
、
小
さ
な
瓶
で
な
い

と
売
れ
ま
せ
ん
。

　
小
口
化
だ
け
で
な
く
、
消
費
行
動
が
起

き
る
時
間
も
分
散
し
ま
す
。
例
え
ば
食
事

の
時
間
で
す
が
、
サ
ザ
エ
さ
ん
で
は
家
族

が
そ
ろ
っ
て
ち
ゃ
ぶ
台
で
晩
ご
飯
を
食
べ
ま

す
。
そ
う
す
る
方
が
経
済
的
で
効
率
が
良

い
た
め
で
す
。
と
こ
ろ
が
１
人
暮
ら
し
に

な
る
と
、
何
時
に
ど
こ
で
食
べ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
消
費
さ
れ
る
時
間
が
変
化

す
る
こ
と
は
、
何
を
引
き
起
こ
す
の
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
洗
濯
機
に
求
め
ら
れ
る
機

能
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は

主
婦
が
家
族
の
分
を
ま
と
め
て
洗
う
た
め
、

大
容
量
で
汚
れ
も
よ
く
落
ち
、
さ
ら
に
節

水
な
ど
の
エ
コ
機
能
が
重
視
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
重
要
な
機
能
に
な
っ
た
の
は
「
時

短
」
で
す
。
よ
り
短
時
間
で
洗
い
終
わ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
在

は
「
静
音
」
で
す
。
１
人
暮
ら
し
で
は
帰

宅
後
の
夜
に
洗
濯
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

が
多
く
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

静
か
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
消
費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
、

「
オ
タ
ク
化
」
と
も
い
え
る
よ
う
な
、
よ
り

趣
味
性
の
強
い
も
の
が
売
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す
。
世
間
的
に
は
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
も
の
で
も
自
分
の
好
み
や
ニ
ー
ズ
に

フ
ィッ
ト
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
買
う
こ
と

を
た
め
ら
う
理
由
は
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
30
代
か
ら
40
代
の
女

性
に
は
「
自
分
へ
の
ご
褒
美
」
と
い
う
消

費
行
動
が
あ
り
ま
す
が
、「
お
ひ
と
り
さ

ま
」
な
ら
他
の
家
族
に
気
兼
ね
す
る
こ
と

な
く
自
分
の
趣
味
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
ま

す
。
こ
う
し
た
視
点
で
考
え
る
と
、
１
人

暮
ら
し
比
率
の
高
い
豊
島
区
や
中
野
区
に

「
オ
タ
ク
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
商
業

施
設
や
エ
リ
ア
が
あ
る
の
も
う
な
ず
け
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
は
若
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢

者
の
１
人
暮
ら
し
も
増
え
て
く
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
先

の
消
費
ト
レ
ン
ド
を
考
え
る
上
で
「
お
ひ

と
り
さ
ま
消
費
」
が
ど
こ
に
向
か
い
、
何

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
知
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
研
究
所

上
席
研
究
員
。１
９
８
６
年
、筑
波
大
学
大
学
院

理
工
学
修
士
課
程
修
了
。同
年
、日
本
経
済
新
聞

社
入
社
。日
経
パ
ソ
コ
ン
、日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、日
経

ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、経
営
分
野
、コ
ン

シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や

特
産
品
開
発
の
た
め
の
講
演・コ
ン
サ
ル
を
実
施
。

消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発

の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

ITなんでも無料相談会
　ITを活用して事業の効率化を進めたい、インターネットでの販売
促進に取り組みたいなどといったITに関する悩み・課題を専門家に
気軽に相談できる「ITなんでも無料相談会」を開催します。
◆開催日時　２月８日（木）、２月22日（木）、３月８日（木）、３月22日（木）

いずれも13時30分～16時30分　
◆相談時間　１回の相談あたり１時間まで　◆場所　小松商工会議所
◆講師　株式会社 一期大福　ITコーディネータ　福岡 明夫氏
◆対象　小松商工会議所会員事業所　◆料金　無料

相談内容例
●ホームページを立ち上げて、取り組みを知ってもらいたい！
●働くホームページを作るにはどうすればいいの？
　（ＳＥＯ対策、スマートフォン対応）
●ホームページのアクセス解析をして、ページを改善したい！
●ＳＮＳ活用した情報発信したい！（Facebook、Instagram等）
●社内の情報セキュリティ対策 
●タブレット・スマートフォン端末の活用 など

小松商工会議所 経営支援課
☎0761-21-3121問い合わせ
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